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2026年 12月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2026年５月14日付「2026年12月期第１四半期決算短信〔ＩＦＲＳ〕(連結)」及び同

日付「2026年12月期通期連結業績予想及び配当予想の公表に関するお知らせ」にて公表しました2026年12月期通

期（2026年１月１日～2026年12月31日）の連結業績予想につきまして、下記のとおり修正しましたのでお知らせ

いたします。 
 

記 

 

i. 通期連結業績予想の修正 

１． 2026年 12月期通期連結業績予想の修正（2026年１月１日～2026年 12月 31日） 

  売上収益 事業利益 

前回発表予想（A） 

百万円 

9,083 

百万円 

53 

今回修正予想（B） 7,924 △186 

増減額（B）－（A） △1,158 △239 

増減率（％） △12.7 ― 

（ご参考） 

前期実績 

（2025年 12月期） 

2,873 101 

※１. 連結営業利益、親会社の所有者に帰属する当期利益及び基本的１株当たり当期利益の当期予想値につ

いては未公表としております。 

 

２． 修正の理由 

（１） 連結売上収益 

ストックビジネス事業において当社子会社のスマートモバイルコミュニケーションズ株式会社（以下

「SMC」）が提供する光回線・光コラボ等を提供する FVNO サービスにおいて新規顧客の獲得数が計画通

りの伸長に至らなかったためストック収益の獲得が進まなかったことにより当初見込んでいた売上か

ら約 17％程度下回る見通しとなったこと、また本年４月に完全子会社化した株式会社グローバルキャス

ト（以下「グローバルキャスト」）において、当初の見込みどおりクライアントからの発注数は増加傾

向であるものの従来の比較的大型の取引から小規模かつ多様な業務の受託へと事業構造が変化した結

果１業務あたりの平均取引額が減少したこと、加えて来期 2027 年４月に予定するホールディングス体

制への移行にあたり事業効率化や生産性向上等を目的として事業統廃合等の事業構造の見直し及び利

益率の高い事業へのリソース再配分を図った結果、グローバルキャストの売上について当初見込んでい

た 6,325百万円から 5,643百万円と約 10％程度下回る見通しとなったこと、これらを要因として前回発

表予想値より 12.7％の減少という結果となりました。 
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（２） 連結事業利益 

連結事業利益については当初予想値の 53 百万円に対して、SMC が提供する AI ドライブレコーダー

「AORINO」の在庫について評価損 27 百万円を保守的に織り込んだこと、またグローバルキャストの子

会社化に伴い実施した PMI（Post Merger Integration、M&A後の統合プロセス）関連費用として、連結

会計手続き上の IFRS 対応費用や PPA（Purchase Price Allocation、M&A によって取得した識別可能な

資産及び負債を時価評価し買収企業の財務諸表に反映する手続）対応費用等、約 30 百万円が追加で発

生する見込みであること、さらに通信領域における事業規模の拡大とストック収益の積み上げを目指し、

当期においてロールアップ型 M＆Aを積極的に複数件検討した結果、M＆A関連費用が約 35百万円追加で

発生する見込みであることに加え、グローバルキャストにおいては前項（１）に記載した連結売上収益

の減少要因により当初見込んでいた事業利益 199百万円から 153百万円に減少する見通しである等、こ

の連結売上収益の減少要因により総額で約 121百万円の減少が見込まれること、これらを主な要因とし

て前回発表予想値より 239百万円の減少という結果となりました。 

 

 

（注）上記の各修正予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき算出したものであり、実際の業績は

今後の様々な要因によって上記の各数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

 

以 上 


